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論文内容の要旨 
 

本論文は、日本の銀行の事業面での多様化が、銀行のパフォーマンスに与える影響

を、3 つの角度から検討した実証研究である。主たる分析は、様々な指標で計測した

多様化が収益性とリスクに与えた影響に関する分析（第２章）、費用関数の推定から

範囲の経済性を求め、多様化との関係を明らかにした分析（第３章）、組織構造から

指標化した組織の複雑性が収益性とリスクに与えた影響に関する分析（第４章）、の

３つである。論文では、こうした分析に通底する博士論文全体の問題意識と各分析の

概観を第１章で示し、結果の整理と得られた示唆を第５章で示している。 

各分析について詳しく紹介すると、まず第一の分析（第２章）は、銀行が業務を多

様化することは望ましいことなのか、というテーマを扱っている。得られた結果によ

ると、多様化は純金利マージンを減少させるものの全体の収益性を改善し、リスクを

削減しており、後者の結果は資産選択理論の示唆と整合的である。また、得られた関

係が非線形性を持つことや、銀行のタイプによる影響の違いがあることなども示して

いる。このテーマは海外ではある程度の研究の蓄積があるテーマであるが、日本の最

新のデータを用いて新たなエビデンスを示した点、また得られた結果の背後にあるメ

カニズムに関する示唆を与えるような、より詳細な分析が行われている点に、貢献が

見られる。 

第二の分析（第３章）は、オフバランスシート活動が増加する中で、日本の銀行業

には範囲の経済性がみられるのか、その範囲の経済性は多様化とどのような関係にあ

るのか、というテーマを扱っている。得られた結果は多くの銀行において範囲の経済

性が見られることを示しており、また規模の異なる銀行グループ間で、範囲の経済性

が収束傾向にある、という興味深い結果も報告している。資産の多様化は範囲の経済

性を低減させるという結果など、より深い解釈が必要とされる部分は残っているが、

これまで用いられてきた伝統的な手法に加え、分散化の経済性という新たな方法も用

いて分析を行っており、一定の貢献が見られる。 

第三の分析（第４章）は、銀行の組織が複雑であることは望ましいのか、というテ

ーマを扱っており、その複雑性を、組織構造の面での複雑性、業務面での複雑性、地

理的な展開に関する複雑性という３つの側面について計測して分析している。得られ

た結果は、業務の複雑性のみが銀行の企業価値に正の影響を与えることを示してい



 

る。リスクに関しては、業務の複雑性が全体的なリスクを減少させる半面、どの複雑

性も債務不履行リスクを増加させるという結果が得られている。この分析は、国際展

開を行う海外大銀行に関して用いられていた組織の複雑性に関する分析手法を用い、

異なる文脈において、また日本で初めて分析しており、十分な新規性がある。 

 

論文審査の結果の要旨 

 

本論文に関しては、仮審査の段階でいくつかの問題点が指摘されていた。具体的に

は、銀行タイプに関する説明の不足、結果の解釈の不十分さ、既存研究のアプローチ

との違いに関する説明の不足、全体像を示す第１章のスタイルの改善の必要性、オフ

バランスシート活動に関する記載の不足を補う必要性などである。今回の審査におい

ては、これらの問題点について、適切な対処が行われていることが確認された。一方

で、論文の一部の体裁、内生性に関する対処方法に関する説明の不適切さ、各章の関

係に関する説明の不十分さなどが指摘された。 

ただし、こうした指摘はいずれも論文の内容の本質に関わるものではなく、今後こ

の論文を基にして査読付き雑誌への投稿を行う際に、考慮に入れるべき示唆として指

摘されたものが多い。上記の通り、本論文の三つの分析にはいずれも独自性が存在し、

論文全体として十分な貢献を持つ研究が行われていると判断される。このため、審査

委員は、本論文が神戸大学大学院経営学研究科の博士論文として十分な水準に達して

いる、と判断するに至った。 

 以上の理由から、審査委員は、本論文の著者が、博士（商学）の学位を授与されるに

十分な資質を持つものと判断する。 
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